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章 1）、須賀　一男 1）、朝倉　健 1）、浅野　太一 2）
【はじめに】今現在、全国では様々な地域医療連携ネットワークに



































奈 1）、中村　陽一 2）、藤澤　一 3）、持松　泰彦 4）
本年開院１０年目を迎えた当院は、地域医療支援病院、救命救急セ
ンター、地域がん診療拠点病院、周産期母子医療センターに認定さ
れ、地域での更なるスムースな連携が求められている。今後は病診
連携を推進し、慢性疾患の患者の医療連携も進める必要がある。今
回は慢性疾患の代表ともいえる気管支喘息や慢性腎臓病の病診連携
のあり方について私達の経験をまとめてみる。連携が滞りなくス
ムースに継続できるか否かは、医師が対象患者さんを診察する際に
連携相手を思い浮かべることができるかという点にかかっていると
聞く。当院の喘息連携は、「アレルギーを考える病診連携の会」と
いう年に一回の集まりをもち、連携症例についての検討をしている。
これにより、皆が顔を覚えることができる。現在、連携中の症例は
３０例だが、連携の会で考案した連携シートを利用し、更なる連携
を推進する。今後も地域でのスムースな医療連携をするにあたり、
地域でのニーズや方法を、病院、医師会、関係機関と共に築く。
